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本稿では「開発マネジメントにおける産学の問題共有と連携強化」セッションで予定される議論

テーマについて紹介する．
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This paper introduces topics to be discussed in ”Strengthening industry-academia cooper-
ation and issue sharing in development management” session.

1. は じ め に

近年のソフトウェアの利用環境の拡大に伴い，その

果たす役割の重要性も増大している．このため，開発

されるソフトウェアの数も増加傾向にある．しかしな

がら，ソフトウェア開発プロジェクトの 40%ではなん

らかの問題が発生しているとの報告がある1)．このた

め，プロジェクトの失敗の回避がソフトウェア開発に

おける大きな課題となっており，多くの技法が提案さ

れてきた．開発マネジメント分野における問題解決の

ために，メトリクス計測手法や工数・不具合数の見積

もり技法，成果物の品質保証のためのレビュー技法な

どの研究は古くから行われており，多数の研究成果が

報告されている．これらに加え，最近では SVN，git

等の版管理システムや Trac，Redmine等のバグ管理

システムに代表されるプロジェクト管理ツールの普及

を背景として，開発リポジトリデータ（特にOSS）を

対象としたデータマイニングによる各種分析も進めら

れている．

しかしながら，このような学術界の研究成果が産業

界の実務の場において十分に活用されているとは言い

がたい．その原因としては，アカデミックなコミュニ

ティでの議論の前提が実務を反映していない，研究の

方針がそもそも現場のニーズを適切に反映できていな

いといったものが考えられ，このような産学間での齟
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齬についてはこれまでも多くの指摘がなされてきた．

これまでウィンターワークショップでは研究者，実

務者の双方が参加し，開発マネジメントに関する話題

について様々な観点から議論を行ってきた．今回もこ

れを踏襲するが，それに加え，セッション名にも与え

た「産学の問題共有と連携強化」について議論してい

きたいと考えている．そしてまた，開発マネジメント

に関わる研究者，実務者のコミュニティ形成の端緒と

し，今後の産学連携の発展への足がかりとしたい．

2. 議論のテーマ

今回のワークショップでは 12件の論文が採録となっ

た．これらの論文が扱っているトピックを紹介して

いく．

2.1 工数見積もり技法

ソフトウェア開発工数の見積もりは，開発リソース

の決定において非常に重要な位置を占めることから，

古くは Boehm の COCOMO をはじめとして，プロ

ジェクト間の類似度を利用する方法など数多くのモデ

ルが提案されてきた．近年では新たな数学的モデルの

提案以外にも，これまで提案されてきた数学的モデル

を大量のデータに対して適用することによる統一的な

精度評価の試み2) や，見積もりを行う際に用いるデー

タの処理方法や見積もり結果の補正といった，見積も

りモデルの前処理，後処理についての研究が進められ

ている．

ワークショップでは上で述べた開発工数見積もりモ

デルを現場に適用する際の問題点を中心に議論したい．
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2.2 ソフトウェアテスト・レビュー

ソフトウェアテストやソフトウェアレビューは開発

するソフトウェアの規模に関わらず必要であり，かつ

ソフトウェアの品質はテストやレビューに依存する部

分が非常に大きい．そのためソフトウェアテストとソ

フトウェアレビューはソフトウェア開発における重要

な工程の一つと見なされている．このため工数見積も

りと同様に古くからこれらについての研究が数多くな

されている3)4)．

まずソフトウェアテストについては，テスト計画の

立案やテストの効率化などの手法が提案されている．

一例としては，欠陥が含まれている可能性の高いモ

ジュールを予測し，テスト計画の立案に役立てる研究

や，不要なテストケースを除外し，絞り込みを行うこ

とでテストの効率化を図る研究が提案されている．近

年では，限られたテスト工数に対して効率よく不具合

を発見するための研究がなされている．

次にソフトウェアレビューについては，ソフトウェ

アレビューの定量的な管理方法や，レビューが十分に

行われたかどうかを判定する評価指標の提案がなされ

ている．近年ではソフトウェアレビューの質や効率を

高める研究に加え，ソフトウェアレビュー後にレビュー

の適切さを判定する研究も行われている．

ワークショップでは，ソフトウェアテストについて

はソフトウェアテストの効率化やソフトウェアテスト

の実施結果を定量的に管理するための指標や問題点に

ついての議論を，ソフトウェアレビューについては，

リソース割り当ての最適化に代表されるレビュー効率

化のための施策についての議論を進めていきたいと考

えている．

2.3 プロセス改善

ソフトウェア開発プロセスの改善やそれに伴う効率

化は個々のプロジェクトだけではなくソフトウェア開

発組織にとって重要な要因の一つである．ソフトウェ

ア開発プロセスの改善についてはこれまでに様々な取

り組みがなされている．改善の施策は大きく 2つに分

けることができ，1つはプロジェクト，組織といった

大規模な要因を対象とするもので，もう 1つは開発者

のような小規模な要因を対象とするものである．前者

の例としてはアジャイル型開発やオフショア型の開発

の導入が，後者の例としては PSP(Personal Software

Process) が挙げられる．近年ではより実務に即した

形の開発手法の提案や改善のためのデータ収集を行う

ツールや収集する指標の提案がなされている．

ワークショップではワークショップではプロセス計

測や評価，改善に関する取り組みや，計測に用いる指

標について議論を進めたい．

2.4 データマイニング

Subversionや git等の版管理システムやTrac，Red-

mine等のバグ管理システムに代表されるプロジェク

ト管理ツールの普及を背景として，開発リポジトリ

データを対象としたデータマイニング技術が注目され

てきている5)．特に OSS(Open Source Software)プ

ロジェクトにおいてこれらのプロジェクト管理ツール

が利用されている場合，その開発データの取得が容易

であることから，OSSを対象とした研究が盛んになっ

てきている．しかしながら，OSSのデータから得られ

た知見をそのまま企業の現場で用いることができると

は限らないため，OSS と企業の開発データの双方か

らのアプローチが重要視されつつある．

ワークショップではデータマイニングを実行するに

当たって直面する問題やその解決策，また OSSから

得られた知見の開発現場での適用について議論したい．

3. お わ り に

本セッションの議論が研究の進展や現場での問題解

決の一助となり，またセッションでの議論を通して産

学での問題の共有と連携強化のきっかけとなることを

望む．
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